


東京水道株式会社は東京都の水道事業を最前線で支え、
安全でおいしい水道水の安定供給と、
お客さまへの高品質のサービスを提供し、
国内外の水道事業の発展に貢献します。

現代の淀橋浄水場跡地（西新宿）

東京都庁

新宿アイランドタワー
（本社）

新宿グリーンタワー
（水道技術本部）

新宿中央公園

【淀橋浄水場】かつての淀橋浄水場／昭和36年頃～昭和中期頃
（東京都水道歴史館所蔵）
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　東京水道株式会社は東京都が出資する「日本最大級の水道トータルサービス会社」
です。東京都水道局の浄水場の管理、水道管路の整備といった技術系現場業務及び料
金徴収、コールセンター業務といったお客さまサービス業務、ITサービス業務など、一
社で水道事業のほぼすべての範囲をカバーし、将来にわたり安全でおいしい水を安定
的に供給し続ける役割を担っております。
　当社は売上の９割以上を東京都水道局からの受託事業が占める安定企業です。将
来的にはほぼ全ての現場業務を当社が受託する方針が示されております。これにより、
当社はこれまで以上に事業規模が拡大し、それに伴い業務量、社員数も増加していく
成長性がある企業となっております。首都東京の水道を支える当社の役割はより一層
重要なものとなっており、毎日の安定給水は勿論、想定を超える大規模災害が発生した
際にも迅速に対応できるよう努めてまいります。
　また、当社の技術を継承する人材を確保するために、福利厚生の充実、社員のエン
ゲージメントの向上にも努めています。
　これからも東京の水道事業を最前線で支え、培ってきた豊富なノウハウを最大限活
用し、国内外の水道事業の発展に貢献してまいります。

　皆様のご理解と格別のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長

野田　数

【淀橋浄水場】
和田堀内村新水路分岐点・引入口
／明治後期（東京都水道歴史館所蔵）

【村山貯水池】村山貯水池記念絵はがき
村山貯水池之貯水池湖／大正～昭和前期頃
（東京都水道歴史館所蔵）

山貯水池記念絵はがき
水池湖／大正～昭和前期頃
館所蔵）

【淀橋浄水場】機関室／明治後期頃
（東京都水道歴史館所蔵）

【淀橋浄水場】六角堂
／明治後期～昭和前期
（東京都水道歴史館所蔵）
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※武蔵野市、昭島市、羽村市及び檜原村を除く

東京都の水道事業 水道水の供給エリアは東京23区および多摩地区26市町村。

給水人口は約1,380万人（令和6年3月末）に及びます。

東京水道は24時間365日、安全でおいしい水をすべての人に届けることを使命に、

豊かな社会づくりに貢献しています。

27,520km 4,171,000m³

13,755,000人 1,239km2



道路崩壊に伴う水道管復旧活動（東京都奥多摩町日原街道）既設管漏水箇所の復旧活動（石川県輪島市）

住民への応急給水活動（東京都青梅市御岳）給水車を使った応急給水活動（石川県輪島市）※「政策連携団体」とは

　東京都が出資し、継続的に都派遣職員を受け入れるなど、都と事業協力を行う団体のうち、

　都と政策実現に向け連携するなど、特に都政との関連性が高い団体

東京都水道局と当社は、対等なパートナーとして「東京水道グループ」を構成し、

一体となって都の水道事業を支えています。

当社は、都より移管された技術系・営業系の業務を担っており、

今後も業務移転の進展に伴って、

その役割はより一層重要なものとなっていきます。 

都と連携した人材交流や共同研修、

災害発生時の対応などを通じて、

「東京水道グループ」の経営基盤や

総合力の強化に貢献することで、将来にわたり、

安全でおいしい水の安定供給を実現していきます。

私たちは、東京水道グループの一員として高いコンプライアンスのもと、

豊富な経験と確かな技術力で社会に貢献し、

お客さまの満足度の向上と豊かな価値を創造する企業を目指します。

私たちは、東京都の出資法人であり、政策連携団体として東京都の政策実現の一翼を担っています。

都の行政運営を支援・補完するだけでなく、現場で培った技術やノウハウを活用し、

企画・立案を行う役割を果たし、首都東京の水道を支えていきます。

経営理念

東京都の政策実現の一翼を担う
「政策連携団体」として

「東京水道グループ」の一員として

当社は、水道水源林の保全管理や水道施設の維持管理・施設運営業務

等、日々の業務を通じてSDGsを推進しています。

また、ペーパーレス化やグリーン調達の実施による環境配慮、働き方改革

や女性活躍推進の取組、BCPの策定等を通じて社会の持続的発展に貢

献しています。

当社は東京都水道局と締結している「災害等発生時における業務の協力に関する協定」に基づき、被災地の応急対応に社員を派遣しています。

当社社員の能登地方への派遣は東京都水道局給水区域外への初の社

員派遣となりました。

東京都水道局と連携し、輪島市内3箇所の拠点における応急給水、

配水管の漏水調査、破損した水道管の修理を行いました。

令和6年能登半島地震での対応 令和元年東日本台風（台風19号）での対応
令和元年東日本台風の被害を受けた多摩地区の住民へ、生活用水を

給水用ポリタンクに充水し、断水地域に提供するなどの応急給水活動

や、断水した地域の水道管復旧工事を行いました。

東京都水道局と連携した応急復旧対応

「持続可能な東京の水道」への貢献
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管路施設の調査・診断漏水調査・漏水防止対策
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d o m e s t i c  w a t e r w o r k s o v e r s e a s  w a t e r w o r k s

国際貢献事業にも積極的に参加「海外水道事業」
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１．研修制度

２．仕事と子育てを両立して働ける環境

w a t e r w o r k s  I T  s e r v i c e

待遇・福利厚生

各職層において求められる知識・能力等の習得を目的に実施するもの。
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東京都水道局は、公共性と効率性を両立させながら、将来にわたり、責任を持って安全で

おいしい高品質な水を安定的に供給していくため、水道事業における基幹的業務を当局と政

策連携団体である東京水道株式会社が担う、一体的な事業運営体制を構築しています。

　また、東京水道グループという一つのチームとして統一的な経営戦略の下、相互に強みを

発揮し、有機的な連携を図りながら、グループ経営を推進してきました。

　一方で、水道法の改正や、気候変動による自然災害の多発、デジタルトランスフォーメーショ

ンの推進など、都の水道事業を取り巻く環境は、かつて経験したことのない局面にあります。

　こうした環境の変化に的確に対応し、東京水道グループの総合力を強化していくためには、

これまで以上にグループ内の連携を強化し、 グループとしての一体性を持って効率的かつ

効果的に事業を運営していく必要があります。

　そのため、 グループ内での人材の相互交流や共同研修の実施など、  一体となった人材の

確保・育成に取り組んでいます。

　また、 当局と同社が、対等なパートナーとして、  一体感を醸成し、  より良い業務を目指す

『ともにプロジェクト』を推進することを通して、グループの総合力を一層高めてまいります。

　当局は、東京水道株式会社とともに、最も重要な基幹ライフラインとしての水道事業を担い、

これからも、都民生活と首都東京の都市活動を支えていきます。

東京都水道局長 山口　真

東京都水道局長からのメッセージ

現在、そしてこれからの東京の水道を支える
重要なパートナーとして

村山下貯水池

金町浄水場の取水塔 羽村取水堰

玉川上水 玉川上水（羽村橋付近）

水道トータルサービス会社として東京水道株式会社業務開始

当社沿革

19661966

●水道総合サービス株式会社を設立
●管路診断業務を受託19871987

●浄水施設の運転管理業務受託開始19951995

●社名「東京水道サービス株式会社」へ20012001

●東京都水道局水道料金ネットワークシステムの運用開始 20022002

● 多摩地区小管工事監督業務受託開始20032003

●他企業工事立会業務受託開始●「株式会社PUC」を設立 20042004

●多摩地区小管設計業務、多摩地区給水装置業務受託開始●東京都水道局多摩水道料金ネットワークシステム、
  東京都水道局お客さまセンターの運用開始

20052005

20062006
●東京都水道局における一体的事業運営体制構築の方針決定
●東京都から監理団体の指定

●多摩地区で東京都水道局サービス
  ステーションの運営開始
●東京都水道局多摩お客さまセンターの運用開始
●東京都水道局における一体的事業運営体制構築の方針決定
●東京都から監理団体の指定

●区部給水装置業務受託開始20082008

●区部配水小管設計、本管設計・工事監督業務受託開始20092009
●東京都水道局が「東京水道サービス株式会社を
  活用した新たな国際貢献」を発表
●多摩本管設計・工事監督業務受託開始

20102010

●区部小管工事監督業務受託開始
●区部で東京都水道局営業所の運営開始

20112011

●世田谷営業所の運営開始20202020

●文京営業所の運営開始　●区部南西部８か所の給水所の管理受託開始20212021

●葛飾営業所の運営開始　●区部北西部８か所の給水所の管理受託開始20222022

●渋谷営業所の運営開始　●長沢浄水場外２か所の浄水場の包括管理受託開始20232023

●荒川・墨田営業所の運営開始 （現在計１２か所運営中）　●玉川給水所維持保全業務受託開始20242024

●港・杉並営業所の運営開始（現在計14か所運営中）　●あきる野地区水道事業包括業務受託開始20252025

50年以上に渡り、東京の水道を技術、サービス、ITの分野で長年支えてきた２社がそれぞれの技術とノウハウを集結し、
2020年に水道トータルサービス会社「東京水道株式会社」として誕生しました。

株式会社PUC 東京水道サービス株式会社
●財団法人公営事業電子計算センターを設立
●東京都水道局水道料金調定システムの運用開始
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